
 

主  催 北見市地域福祉活動合同推進本部 

（北見市・北見市北見自治会連合会・北見市民生委員児童委員協議会・北見市社会福祉協議会） 

申込方法 8 月 16日（金）までに、北見市社会福祉協議会までお申し込みください。（200 名先着順） 

     電話／０１５７－６１－８１８１ FAX／０１５７－６１－８１８３ 

     E-mail chiiki@kitami-shakyo.or.jp 

「“その人らしく暮らし続ける”を支える成年後見制度と市民

への期待」 

第１部 報告（２０分） 

 『全市調査「北見市民の生活状況に関する調査」結果について』 
 報告者 北見市保健福祉部保護課長     谷 口  豊 明 氏 

第２部 基調講演（４５分） 

『“その人らしく暮らし続ける” 
を支える厚生労働省の取り組み』 

～ひきこもり支援に関する公的な仕組みづくりの立場から～ 
講師  厚生労働省 社会・援護局 

地域福祉課 ひきこもり支援専門官 松 浦  拓 郎 氏 

第３部 パネルディスカッション（4０分）                 

  『“その人らしく暮らし続ける”を考える 
～ の「声」をとおして～』 

【登壇者】※当事者ピアスタッフ自筆によるプロフィールです 
ＮＰＯ法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク ピアスタッフ 
Ｍさん 

  30 歳代。中 1 の不登校から 28 歳まで人生の約半分ひきこもっていました。 
Ｎさん 
札幌生まれ。不登校やひきこもり発達障がいや場面緘黙等の経験を基に、 
支援活動や語り部活動を行っております。 

Ａさん 
1975 年生まれ 中学 3 年頃から不登校、ひきこもりを経験。 
一度、就職するも 40 歳を過ぎたころから再びひきこもりに。 
2021 年から当 NPO でピアスタッフとして活動を始める。 

（司 会）ＮＰＯ法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク 理事長 田 中   敦 氏 
（助言者）厚生労働省社会・援護局 地域福祉課 ひきこもり支援専門官   松 浦 拓 郎 氏 
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司会 田 中 敦 氏 
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